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紅
山

文
化
の

出
土

玉

器
に

関
す
る

　
考
察

馬
蹄
形
玉

筒
に

つ

い

て

三

木
友
里

　
初
め

に

　
中
国
に

お

け
る

こ

れ

ま
で

の

発
掘
調
査

で

は、

旧

石
器
時
代
の

出
土

品

に

は

玉

器
は

ま
だ

発

見
さ

れ

て

い

な
い
。

し
か

し、

出
土

品

か

ら、

七、

八

千
年
前
の

新

石
器
時
代
に

は、

玉

器
の

製
造、

使
用
が

す
で

に

始
ま
っ

て

い

た

こ

と

が

明

ら
か

で

あ
る。

当
時
の

玉

材
は

硬
く
て、

木
目

が

細
か

く、

か

つ

色
の

美
し

い

彩
石

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ユザ

で、

い

わ

ゆ

る
広

義
の

玉

で

あ
っ

た。

玉

器
の

出
土

品
は

現
在
の

中
国
の

東
北、

山
東、

江
淮、

江
浙

お
よ

び

広
東
地

方
な

ど
に

分
布
し

て

お

り、

用
途
別
で

は

玉

斧
な
ど

の

精
算
用
具

及
び

耳
飾
り、

佩
玉
な
ど

の

装
身
具、

祭
器
と

見
ら

れ

る
も

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱヤ

の

で

あ

る。

中
で

も

約
五

千

年
前
の

紅
山

文
化
の

遺
跡
か

ら
出
土

し
た
玉

竜、

勾

雲
形
器、

馬
蹄
形
玉

筒
な

ど

は、

彫

琢
繊
細
で、

形

は

独
特
で

あ

り、

他
の

地
域

で

は

見

ら

れ

な

い

特

徴
を

有
し、

材
質
は
岫
岩
玉
に

類

似
し

て

お

り、

蛇
紋
石

（
鮑
紋
石
も
含
む
）

類
に

属
す
る

。

新
石
器

時
代
の

晩
期
に

な
る

と、

玉

の

美
し

組

山
文

化
の

出
土

玉
器
に

関
す
る
一
考
察

三
木
友
卵

さ

が

次
第
に

認
識
さ
れ

る

よ
う
に

な
り、

玉
器
は

実
用
か

ら

離
れ
て

装
飾
品

に

な

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ヨ　

る

よ
う
に

な
っ

た
。

一

般
に

こ

の

時
期

が

玉
器
の

発
生
期
と

さ

れ
て

い

る
。

　
玉

器
が

金
石
学
や

考
古
学
の

対
象
と

さ

れ
る
よ

う
に

な
っ

た

の

は、

あ

ま

り
古

い

こ

と

で

は

な
い

。

最
も
古
い

金

石
学
の

玉
器
の

図
録
は、

宋
の

呂
大
臨

が
　

〇

九
二

年
に

編
纂
し

た
『

考
古
図』

で、

一

四
件
の

玉
器
が

記
録
さ

れ

て
い

る。

元

代
の

至

正
元

年
（

＝
二

四
一

年）

に

成

立
し

た

朱
徳
潤
の

『

古
玉
図
』

は

最
初
の

玉

器
専
門

の

図
録
で

あ
る

。

清
朝
に

な

る

と、

文
献
考
証
が

発
展
し、

古
玉

に

つ

い

て

の

研
究
が

盛
ん

と

な

り、

清
の

光

緒
十
五

年
（
一

八

八

九

年）

に

呉

大
澂
が

編
纂
し

た

『

古
玉

図
考』

は、

古
玉
の

最
初
の

学
術
的
な
著
作
と

さ

れ
て
い

る
。

近
代
で

は、

郭
玉

鈞
の

『

古
玉

新
詮』

が

古
典
文
献
を
利
用
し

て、

出
土

品

の

玉

器

に

つ

い

て

論
述
し
て

お

り、

現

代
で

は、

北
京
故
宮
博
物
館
の

創
立

時
の、

設

置
委
員
で、

そ
の

玉
の

部
門
の

責
任
者
で

あ
っ

た
那
志
良
が、

玉

器

研
究
の

第
一

人
者
で

あ
り、

『

古
玉

通
釈
』 、

『

古
玉
鑑
裁
』 、

『
玉
器
辞
典
』 、

『

古
玉

論

文

集
』

な
ど
多
数
の

著
作
が

あ

る
。

　
中
国
以

外
の

研
究
者
と

し

て

は、

日

本
に

お

け
る

中
国
の

古
美
術
の

権
威
で

あ

る

杉
村
勇
造
と、

『

支
那

古
玉

概
説
』 、

『

有
竹
斎
蔵
古
玉

図
譜
』

の

著
書
で

あ
る

浜
田

耕
作
が

挙
げ

ら
れ

る

が、

欧
米
に

も
中
国
か

ら

流
出
し

た
古
玉
の

所
蔵
品

の

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
は
ロソ

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に

関
す
る

研
究
者
が

お

り、

数
々

の

著
作
が

発
表
さ

れ

て

い

る。

　
玉
器
の

出
土

品

は

大
部
分
が

墳
墓
か

ら
発

掘
さ

れ

た

も
の

で、

そ
の

用

途
の

解

明

は

古
玉

研
究
の

中
の

最
も
興

味
深
い

分
野

で

あ
る

。

こ

れ

ま
で

の

研
究
成

果
に

よ
っ

て

明

ら
か

に

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

は、

副

葬
品
あ
る
い

は

死
体
の

腐
敗
防

止
の

た

め

の

玉

器
が

多
い

。

し

か

し、

用
途
が

ど

う

し

て

も
解
明

で

き
な
い

も
の

も
あ

る。

上

述
し
た

紅

山
文

化
で

出
土

し

た

馬
蹄
形

玉
筒
（
図
版
1
な
ど

参
照∀

も
そ

の

一

つ

で

あ
る

。

　
馬
蹄
形
玉
筒
の

用
途

に

つ

い

て

は

こ

れ
ま
で

四
説
が

あ

る。

ま
た、

楊
伯

達
の33
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明

星
大

学
研
究
紀

要
冖
日

本
文

化
学

部

二
冨

語

文
化

学
科】
第
一
号

｝
九
九
三

年

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
らザ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピリ

『

中
国
古
代
玉

器
発
展

歴
程
』

や、

傅
忠
謨
の

『

古
玉
精
英
』

で

は、

馬
蹄
形
玉

筒
に

つ

い

て

そ

れ

ぞ
れ

言
及
あ
る
い

は
掲
載
さ

れ
て

い

な
が

ら、

そ

の

用
途
に

つ

い

て

は

全

く
考
察
さ
れ

て

い

な
い
。

　
第
一

章

馬
蹄
形
玉

筒
の

用

途
に

つ

い

て

の

四

説

　
馬
蹄
形
玉

筒
の

用

途
に

つ

い

て、

ル

ネ
ー

イ
ヴ
ォ

ン

・

ル

フ

ェ

ー

ブ

ル

・

ド

ー

ジ

ャ

ン

セ

（
幻

窪
雫
く
＜
o
口

い

臥
Φ
σ

霞
 

ユ．
〉
ロ
αq
 

コ
6
Φ、）
、

ス

タ

ン

レ

ー
・

チ
ャ

：

ル

ズ
・

ノ

ッ

ト
（
ω
け

曽

三
Φ

賓

O
げ
m
「

δ
ω

乞
o

ε

及
び
マ

ッ

ク

ス
・
レ

ー

ル

（
ζ
簿
×

『
09

こ

は、

そ
れ

ぞ

れ、

髪
飾
り
説、

米
を

掬
う
道
具
説、

カ

フ

ス

説
を
と
っ

て

い

る

が、

そ
れ
ら

は
い

ず
れ

も、

そ
れ

ぞ

れ
特
定
の

コ

レ

ク
シ

ョ

ン

中
の

特
定

の

玉
器
に

つ

い

て

述
べ

ら
れ

た

も
の

で

あ
る

。

ま

た、

那
志
良
は

以

上
の

説

に

つ

い

て

の

疑
問
を
提
起
し
た
上、

自
説

と

し

て

の

袖
飾
り

説
を
提
示
し

て

い

る
。

第
一
　

髪
飾
り

説、

道
具
説
及
び

カ

フ

ス

説

　
一
　
ル

ネ
ー

イ
ヴ
ォ

ン

・

ル

フ
ェ

ー

プ

ル
・

ド
ー

ジ

ャ

ン

セ

の

髪
飾
り

説

　
ル

ネ

ー

イ
ヴ

ォ

ン
・

ル

フ

ェ

ー

ブ

ル

・

ド

ー

ジ

ャ

ン

セ

は、

「

エ

イ
ヴ

ァ

リ
ー
・

ブ

ラ

ン

テ

ー

ジ
・
コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に

お

け
る

中
国
の

玉
」

（
O
匡
口
Φ
ω

 

冒
α
Φ

ω

言

竇
Φ

〉
＜
Φ

峺

じd
『

旨
α
国

ゆq
Φ

Oo

ロ
Φ

〇

二
〇

ε

に

お

い

て、

馬
蹄
形

玉
筒
（
図
版
1
）

に

つ

い

て、

髪
飾
り

と

考
え
ら

れ

る
と

し、

年
代
に

つ

い

て

は

戦
国
時
代
も
し

く

は

西
漢
時
代
（

紀
元
前
五

−
紀
元

前
一

世

紀）

と

し

て

い

る
。

ま

た、

「

こ

れ

ら

の

楕
円
形
の

玉

器
は

供
物
と

し
て

の

穀
物
を

量
る

も
の

と

の

説
が

あ

る
一

方、

儀

式
の

た

め

の

カ

フ

ス

と

し

て
ペ

ア

で

造

ら

れ

た

も
の

と

の

説
も
あ

る
。

」

と

紹
介

　
　
　
　　
ヱ

し

て
い

る
。

　
ニ

　
ス

タ

ン

レ

ー
・

チ
ャ

ー

ル

ズ

・

ノ

ッ

ト
の

米
を
掬
う
道
具
説

　
ス

タ

ン

レ

ー
・

チ
ャ

ー

ル

ズ
・

ノ
ッ

ト
の

馬
蹄
形
玉

筒
が

米
を
掬
う
道
具
で

あ

34

っ

た
と

い

う
説
に

つ

い

て

は、

そ
の

原
文
と

図
版
は

入

手
で

き
な
い

が、

那

志
良

は

「

米

国
の

シ

カ

ゴ

の

野

外

自

然
歴

史

博
物

館
（
聞【
Φ

崔

Zm

ε
「

巴

霞
ω

8
員

ζ
昜
窪
ヨ）

所
蔵
の

バ

ー

ル

・

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

（
切
蝉

訂

Oo

濠
o

岳
o
巳

の

中
に

も、

同
様
の

器

（

馬

蹄
形

玉
筒

−
筆
者）

が

あ
り、

ス

タ

ン

レ

ー−
・

チ

ャ

ー

ル

ズ
・

ノ

ッ

ト

は

一

種
の

米

を

掬
う

道

具

と

し

て

い

る
。

（
O
寓
ロ
Φ
ω

 

寅
ロ
Φ

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
ほ
きけ

→

ξ
o
『q
げ
o

耳

9
Φ

〉
臓
Φ

ρ

勹
一゜
一

〇．

を

参
照）
」

と

紹

介
し
て

い

る
。

　

ま

た、

上

述
し
た

「

供
物
と

し

て

の

穀
物
を
量
る

も
の

と

の

説
が

あ
る
」

と
い

う
ド
ー

ジ

ャ

ン

セ

の

記

述
は

ス

タ
ン

レ

i
・

チ

ャ

ー

ル

ズ
・

ノ
ッ

ト

の

説

を
指
し

て

い

る

も

の

と

見

ら

れ

る。

　

三

　
マ

ッ

ク

ス

・

レ

ー

ル

の

カ

フ

ス

説

　

マ

ッ

ク

ス
・

レ

ー
ル

は

二

個
の

馬
蹄
形

玉
筒
に
つ

い

て

「

灰
緑
色
に

淡
い

褐
色

班
紋
が

あ
る

固
い

楕
円
形

の

玉

筒
」

と

記
述
し

た

上、

用

途
及
び

年
代
に

つ

い

て、

疑
問
を
抱
き
な
が

ら

「

儀
式
用

カ

フ

ス

（
P

）

」
　

「

西
周
時
代
（

PV
」

と

し

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　ロ
リソ

て
い

る。
（
図
版
H、

図
版
m
参
照
V

第
二

　
那

志
良
の

指
摘
と
腕
飾
り
説

　
那
志
良
は

『

古
玉
研
究
の

未
解
決
の

諸
問
題
』

と

題
す
る

講
演
の

「

筒
形

器
の

使
用

問
題
」

の

部
分
に

お
い

て、

馬
蹄
形
玉
筒
に

つ

い

て、

上

述

の

三

人

と

説
を

紹

介
し

な

が

ら、

腕
飾
り

説
を
提
起
し

て
い

る
。

　
那

志
良
は

ま
ず

コ

種
の

筒
形

の

の

器
で、

一

端
は

や

や

細
く
切

り
口

が

直
角

で

あ
り、

他
方
は

や

や
太

く
切

り
口

が

斜
め

と

な
っ

て

お

り、

切

り

口

の

断
面

は

楕
円
形
で

あ
る

。

現
存

す
る

も
の

を

私
は

米
国
で

五、

六

件
見

た

（
図
版

W）
。

…

…

そ

れ
ら

の

形
は、

す
べ

て

や
や

平
の

円
筒
形
で

あ
る

。

…

…

異
な
っ

て

い

る

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　ハ
のソ

の

は、

切

り

口

の

傾
斜
度
が

や

や
違
う
こ

と

で

あ
る

。

先
史
の

紅

山

文
化
の

中
で

も
　

個
が

発
見
さ
れ
た

…

…
こ

れ
ら
の

器

物
は

何
で

あ
る
か

。

学
者
の

意
見

は

分
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か

れ
て
い

る
。

」

と

述
べ
、

次
い

で、

ル

ネ
ー

イ
ヴ

ォ

ン
・
ル

フ

マ

ー

プ

ル
・
ド

ー

ジ

ャ

ン

セ

の

飾
り

説
を
紹
介
し
た

上、

「

た

だ

し、

氏
は

ど

の

よ
う
に

し
て

髪
に

付
け
る

の

か

に

つ

い

て

は

述
べ

て

い

な
い

。

一

つ

の

孔
も
な
い

の

に

こ

の

よ
う
な

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
カソ

大
き
く
て

重
い

玉
を
ど

う
す
れ

ば

髪
に

付
け
る
こ

と

が

で

き
た

の

だ

ろ

う
か

。

」

と
し、

さ
ら
に、

ス

タ

ン

レ

i
・

チ

ャ

ー

ル

ズ
・

ノ

ン

ト
の

米
を
掬
う
道
具
説
に

つ

い

て

述
べ
、

「

こ

の

器
は

管
形
で、

底
が

な
く、

米
を
掬
お

う
と

す
る

と、

片

手
で

器
の
一

端
を
塞
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

か

ら、

た

い

へ

ん

不
便
で

あ
ろ

う。

　
ヨ

」

と

指
摘
す
る
。

　

そ

し

て、

那
志
良
と

し

て

は

マ

ッ

ク

ス
・

レ

ー
ル

の

カ
フ

ス

説
に

は

大
筋
に

お

い

て

は

賛
成
で

あ
る

と

し

た

上
で、

「

私
は
米
国
の

ミ

ネ

ア

ポ
リ

ス

美
術
研
究
所

（

≦
皀
 

昌
o

房

ぎ

巴
ε
90h

＞
二
）

で

目

次
を

審

査、

編

集

し
て

い

た

と

き、

そ
こ

に

あ
る
こ

の

種
の

器
物
（
図
版
WlB

）

を
一

個
見
た

こ

と

が

あ
る。

私
は

「

腕
飾
り

」

と

判
断
し

た。

ヒ

ン

ト
と

な
っ

た

の

は、

中
国
の

東
北
地

方
の

人
の

服
装
で

あ
る。

彼
ら
の

服
装
に

「

馬
蹄
袖
」

が

あ
り、

そ
の

形

は

馬
の

蹄
と

似
て

お

り、

一

端
は

細
く、

も
う
一

端
は

広
く、

傾
斜
度
が

あ
る

が、

こ

の

筒
形

器
と

極
め

て

相
似
し

て

い

る
。

腕
に

付
け

た

と

き、

よ

り
広
い

一

方
が

前
に

向

き、

そ

の

延
ば

し

た

部
分

が

手
の

甲
に

か

ぶ

さ

り、

短
い

面
が

下
に

な
っ

て、

手

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

ハ
け　

の

動
き
を
邪
魔
し

な
い

よ
う
に

な
っ

て

い

る
。

」

と

述

べ
、

そ
の

上

で

自
説
に

つ

い

て

「

マ

ッ

ク

ス
・

レ

ー

ル

は
「

固
い

カ

フ

ス
」

と

判
断
し

た
が、

私
の

見
解
は

異
な
る。

私
は

最
初
筒
形
器
の

形

は、
「
馬
蹄
袖
」

に

似
て

い

る

か

ら、

袖
の

口

で

あ
ろ

う
と

考
え

た

が、

孔
が

な

く、

袖
と

つ

な

ぐ
こ

と

が

で

き
な
い

こ

と

か

ら

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

お　

し

て、

最
終

的
に

腕
の

飾
り

物
と

判
断
し

た。
L

と

し、

マ

ッ

ク

ス
・
レ

ー

ル

の

カ

フ

ス

説
を
修
正

し

て、

腕
飾
り

と

す
る

説
を
提
示
し

て

い

る
。

第
三

　
諸
説
の

検
討

紅
山

文
化
の

出
土

玉
器
に

関
す

る一
考
察

三

木
友
里

　
次
に、

馬

蹄
形
玉

筒
の

用
途

に

関
す
る

以
上

の

諸
説
の

疑
問
点
に

つ

い

て

若
干

検
討
し

て

み

た
い

。

　
一
　

所
蔵
の

馬
蹄
形

玉
筒
の

年
代
に

つ

い

て

　
馬

蹄
形
玉

筒
の

年
代
に

つ

い

て、

髪
飾
り
説
を
唱
え

る

ル

ネ
ー

イ
ヴ

ォ

ン

・

ル

フ

ェ

ー

ブ

ル

・

ド
ー

ジ

ャ

ン

セ

は

戦
国
時
代
も
し

く
は

西

漢
時
代
（
紀
元
前
五

−

紀
元

前
一

世

紀
）

と

し、

カ
フ

ス

説
の

マ

ッ

ク

ス

・
レ

ー

ル

は

西
周
時
代
と

推
測

し

て
い

る
。

こ

れ
に

対
し、

那
志
良
は、

上
述
の

よ
う
に

「

先

史
の

紅

山
文
化
の

中
で

も
一

個
が

発
見
さ
れ
た

。

」

と

述

べ

て

い

る
が、

紅
山

文
化
の

年

代
は、

ほ

ぼ

紀
元

前
五

千
年
前
か

ら
紀
元
前
三
千
年
前
の

間
と

さ

れ

て

い

る

か

ら、

戦
国
時

代
に

し

ろ、

西
周
時
代
（
紀
元
前
十
一

世

紀
−
紀
元
前
七

七
一

年）

に

し

ろ、

い

ず
れ

も
紅
山

文
化
と

は

約
二

千
年
ほ

ど

も
年
代
の

隔
差
が

あ
る

。

　
そ

し

て、

現
在
ま

で、

紅
山

文
化
の

出

土
品

（
第
二

章
に

詳
述
す
る）

を
除
け

ば、

そ

の

他
の

時
代
に

お
い

て

は

上
述
の

諸
氏
が

検
討
の

対
象
と

し

た

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

中
の

馬
蹄
形
玉
筒
と
類
似
し
た
も
の

が

発
掘
さ
れ

た

と

い

う
報
告
は

見

ら

れ

な
い

の

で

あ
る

。

　
し

か

し、

ル

ネ
ー

イ
ヴ
ォ

ン
・
ル

フ

ェ

ー
プ

ル
・
ド

ー
ジ

ャ

ン

セ
、

マ

ッ

ク

ス
・

レ

ー

ル
、

そ
し

て

那

志
良
が

取
り

上
げ
た

馬
蹄
形
玉
筒
の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

は、

い

ず
れ

も
中
国
国
外
に

存
在
す
る

も
の

で

あ

り、

そ

の

性
質
上、

流
出
品、

即

ち

古

墳
か

ら

盗
掘
さ

れ
て、

転
々

と

国
外
に

流
出
し

た

も
の

で

あ
る

可

能
性
が

非

常
に

大
き
い

と
思
わ

れ
る。

そ

う
だ

と

す
る

と、

そ
の

出
土

地

や

年
代
を
推
定
す
る

手

が

か

り
も
乏
し

く、

ま
た

年
代
の

確
定
さ

れ
て

い

る

対
照
で

き

る

器
物
も
な

か

っ

た

こ

と

が

推
測
さ
れ
る
が、

以
上
の

戦
国
時
代
や

西
周
時
代
と

言
う
推
定
も
そ

の

具
体
的
な
根
拠
を

挙
げ
て

お

ら
ず、

そ
れ

ら
の

年
代
の

推
定
は

い

ず
れ

も
極
め

て

確
実
性
の

少
な
い

も
の

と

い

っ

て

よ
い

と

思
わ

れ

る。

　
ニ

　
カ

フ

ス

か、

腕
の

飾
り
物
か
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明

星
大

学
研
究

紀

要
【
日

本
文
化

学
部
・
言

語
文

化
学

科凵

第一
号

一
九

九

三
年

　

マ

ッ

ク

ス

・

レ

ー
ル

の

カ

フ

ス

説
は、

那
志
良
に

よ
っ

て

腕
の

飾
り
物
に

修
正

さ

れ
て

い

る

が、

那

志
良
の

指
摘
す
る

、

孔
が

な
い

の

で

あ
る

か

ら

服
装
と

つ

な

ぐ
こ

と

が

で

き
な
い

と
い
・
7
点
は、

確
か

に

カ

フ

ス

説
の

不
十

分
さ

を
証
明

し

て

い

る

と

言
え
よ

う
。

し
か

し、・

那
志
良
の

腕
飾
り

説
の

理

由
も
必
ず
し

も
充
分
と

は
い

い

難
い

。

　

腕

飾
り
説
の

主
な

根
拠
は

「

馬
蹄
袖
」

・
の

存
在
に

あ
る

。・

清
朝
の

礼
服
あ
る
い

・

は
官
服
の

袖
の

延
長

部
分
が

通
常．
「

馬

蹄
袖
」「
と

呼
ば

れ

る
も
の

で、
・

そ
の

馬
蹄

袖
の

形
は
項
部
の

欠
け

た
円
錐
形
で、

材
質
が

服
よ
り
少
し
硬
い

た
め、

ぴ

ん
と

し
た

状
態
と

な，
っ

て

い

る。

普
通
の

場
合、

広
い

方
の
一

端
は

上

に

向
き、
・

狭
い

方
の
一

端
は

服
の

袖
と
一

体
に

な
っ −
て

お

り、
，

手
の

全
体
は

袖
の

外
に

出
し

た
状

態
で

着
用

す
る

。，
し

か

し、

例
え
ば

皇
帝
に

対
し

丁
重
な
礼
を
行
う

場
合
に

は、

そ
の

袖
の

広
い

一

端
を
下
に

向
け

る

よ

う
に

翻
し、

手
に

か

ぶ

せ
、

ひ

ざ

ま
ず

き、

両
手
を
着
地
し

て

礼
拝
す
る

の

で

あ
り、

そ
の

形

が
、

馬
の

蹄
の

よ
う
に

見

え
る

ど

い

う
の

が

「

馬
蹄
袖
」

の

名
の

由
来
で

あ
る

。

清
の

統
治
者
で

あ
っ

た

満

民

族
は、

皇
帝
や
上

司
に

対
し
て、

自
己

を
「

奴

隷
」

と

し、

皇
帝
や

上

司
を

．
「

主
子
」

（
主
人）

と

呼
ぴ、

自
分
を
「

奴
才
」 ．
（
奴
隷
V

と

呼
ん

で

い

た

が、

元

来
騎
馬
民

族
で

あ
る

と

こ

ろ

か

ら、

馬
蹄
袖
の

存
在
も
自
己
が

馬
の

よ
ヶ
な
奴
隷

で

あ
る

と

言
う
意
識
の

外
面
的

表
現

で

あ

る

と
す
る

説
が

あ

る
。

い

ず
れ
に

し

ろ、

紅
山

文
化
は

満
民
族
の

出
身
地

の

東
北
地

方
に

存
在
し
た

も
の

で

あ

る

が、

馬
蹄
袖
は

年
代
的
に

は
紅
山

文
化
よ

り

遥
か

に

発
展
し
た

段
階
の

後
代
の

服
装
で

あ
り、

紀
元

十
世
紀
以
降
発
展
し

た

民
族
の

服
装
が、、

そ

れ
よ
り
四、

五

千
年
前

の

馬
蹄
形
玉

筒
の

範
型
で

あ

る

と

す
る

の

は、

か

な
り
の

無
理

が

あ
る

と

い

う
べ

き
で

あ
ろ

う
。

　

三

　
孔
に

つ

い

て

　

ル

ネ
ー

イ
ヴ
ォ・
ン

・
ル

フ

ェ

ー

ブ
ル
・

ド
ー

ジ

ャ

ン

セ

の

髪
飾
り

説
に

つ

い

て、

36

那

志
良
は

馬
蹄
形
玉
筒
に

孔
が

な
い

と

こ

ろ
か

ら、

髪
に

付
け

る

こ

と
が

で

き

な

い

と

指
摘
し
た

。

し
か

し、

一

九

八
〇

年
代
に

次
々

と

発
表
さ

れ
た

紅
山

文
化
に

つ

い

て

の

発
掘
報
告
は、

有
孔
の

馬
蹄
形
玉
筒
が

あ
る
と

報
じ

て

い

る
ゆ

次
に、

そ

の

詳
細
に

つ

い

て

見
る
こ

と
に

し

よ
う

。

　
　
　
、

」
　
　

　

　
．

∴

　
第
二

章
　
馬
蹄
形

玉

筒
に

関
す
る一
昌

つ

の

発

掘
報
告

　
一

九
八

四
年
か

ら
一

九
八

六

年
に

か

け
て、

中
国
で

発
表
さ
れ

た、

少
な

く
と

も
三

う

の

紅
山

文
化
に

関
す
る

論
文
や

発
掘
報
告
が

馬
蹄
形
玉
筒
に

関
連
し

て

述

べ

て

い

る。

そ

れ

ぞ
れ

の

要
旨
は

次
の

と

お

り
で

あ

る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ホロ

第
一
　

『

遼
寧
凌
源
県
三

官
甸
子
城
子
山

遺
跡
の

発
掘
報
告
』

　
一
　

城

子
山

紅
山

文
化
遺
跡
の

位
置

　
　
　
　

　

　．
　
　
　
　

　

　
、

　
『

遼
寧
凌
源
県
三
官
甸
子

城
子
山

遺
跡
の

発
掘
報
告
』

（
以

下
『

城
子
山

報
告
』

と

い

う）

に

よ
る
と、

城
子

山

遺
跡

は

遼
寧
省
凌
源
県
か

ら

南
へ

八
キ

ロ

メ

ー
ト

ル

の

地
点
に

あ
り、

建
平
県
と

凌
源

県．
と
の

接
す
る

と
こ

ろ

に

あ
る。

北
東
方
面

に

八

キ
ロ

メ

ー
ト
ル

の

と
こ

ろ

に

は

婬
平
県
の

牛
梁
河
紅
山

文
化
の

墓
地

が

あ
る

（

本
章
第
二

参
照）

。

　

発
掘
は
一

九
七

九
年
に

行
わ

れ、

発
掘
面
積
は

二

〇

〇
平
方
メ

ー

ト
ル

余
り、

三

個
の

紅
山
文
化
の

墳
墓
を
発
見
し、

そ

れ

ぞ
れ

M1
、

M2

、

M3

と

名
付
け

ら
れ
た

。

M2

で

馬
蹄
形

玉
筒
（
原
文
は

「

馬
蹄
形

玉
箍
」

）
一

件
を
発
見
し

た
。

　
二

　
M2

の

情
況

　

M2

は

被
葬
者
一

人
の

石
棺
墳
墓
で、

棺
内
に

は

骨
が

ほ

と

ん

ど
な
く、

二

本

の

足
骨
だ

け

が

残
さ
れ
て

い

た
。

し

か
し、

九
個
の

副
葬
品

の

位
置
は

明

確
で

あ

り、

そ

の

中
の
一

個
の

馬
蹄
形

玉
筒
が

被
葬
者
の

胸
の

辺

り
に

あ
っ

た

（
図
ー
一

　
　
ロ
リソ

参
照
）

。

　
「
　
　

　
　
　
　

　
　

七
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三

　
M2

の．
馬
蹄
形

玉
筒
（
番
号
M2

冖

4
）

　
『

城

子

山

報
告
』

は

発
掘
さ

れ

た
馬
蹄
形

玉

筒
に

つ

い

て、

以
下
の

よ
う
に

記

録
し

て

い

る
。

　

　
馬
蹄
形
玉
筒

　
一

件
。

M2

冖

4
。

円

形
傾
斜
口
、

筒
形、

上

部
は

太
く、

　

　
下
部
は

細
い

。

平
た

い

円
型、

両
端
の

平
面
は

楕
円
形

。

下
の
一

端
に

二

つ

　

　
の

小
さ

い

孔
が

あ
る

。

長
さ

は

＝
』、

太
い

】

端
の

直
径
は
Φ’
°。

IP
窃

8、

　

　
細
い

一

端
の

直
径
は
0

』

18N

呈。

淡
い

緑
の

軟
玉
で

磨
か

れ

て

い

る。

副

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
にワ

　

　
葬
品

と

し
て、

腰
部
の

左
側
に

あ
る
（
図
版
V
）
。

　
し

か

し、

こ

こ

で

馬
蹄
形

玉
筒
M2

…

4
は

「

腰
部
の

左

側
に

あ
る
」

と
さ

れ

て

い

る
が、

右
報
告
の

前
文
は
「

胸
の

辺
り

に

あ
る

」

と
述
べ

て
い

る
。

図
ー
一

と

対
比
す
る

と、
「

胸
の

辺
り
」

と
い

う
の

が

よ
り

正

し

い

と

思
わ

れ

る。

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
あワ

第
二

　
『

遼
寧
牛
河
梁
紅
山

文
化
「

女
神
廟
」

及
び

積
石
塚
群
の

発
掘
報
告
』

　
一
　

牛
河
梁
紅
山

文
化
遺
跡
の

位
置
と

分
布

　

牛
河
梁
は

遼
寧
省
西
部
の

凌
源
県
と
建
平
県
と

の

接
す
る

と

こ

ろ

に

あ
り、

東

北
の

方
面
一

二

・

五

キ
ロ

メ

ー

ト
ル

に

建
平
県
が

あ
り、

南
西
一

五

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

に

凌
源
県
が

あ
る

。

　

『

遼
寧
牛
河
梁
紅
山

文
化

「

女
神
廟
」

及
び

積
石
塚

群
の

発
掘
報
告
』

（

以

下

『

牛
河
梁
報
告
』

と

い

う）

に

よ

る

と、

牛
河
梁
紅
山

文
化
遺
跡

は
一

九
八
一

年

に

発
見

さ
れ、

調
査
の

結
果、

一
・

二

平
方
キ

ロ

メ

ー

ト
ル

の

面
積
に

分

布
し

て

い

る
こ

と

が

判
明

し

た。

一

九
八

三

年
な
い

し
一

九

八

五
年
に

発
掘
さ

れ

た

「

女

神
廟
」

と

積
石
塚
地
点
は

そ
れ

ぞ

れ
牛
IJ1

と

牛
H
と

名
付
け

ら

れ

た
。

　
二

　
牛
IJ1

「

女

神
廟
」

の

土

偶
及
び

牛
H
積
石
塚

の

馬
蹄
形

玉
筒

　

1
　
牛
IJ1

に

は

大
量
の

土

偶
の

破
片
が

あ
り、

そ

の

中
で

は

土

人
形

が

最

も
多
く、

次
は

動
物
の

像
の

破

片
で

あ
っ

た
。

主
な
土

人
形
破
片
は、

次
の

と

お

紅
山

文

化
の

出
土

玉

器
に

関
す
る
一
考
察

三
木

友
里

り

で

あ
る

。

　

 

頭
部
破
片
（
JlB

“

↓
。

人
間
の

頭
と

ほ

ぼ

同
じ

大
き
さ
で、

頭

項

部
と
後
部
が

欠
け
て

い

る
。

頭
に

色
が

着
い

て

お

り、

出
土

し
た

と

き
は、

ま

だ

あ

で

や

か

さ
を
保
っ

て

い

た
。

　

 

肩
破
片
（

JlB

冖

5）
（
図
版
W13

） 、

肩
と

上

膊
破
片
（
図
版
W1

4）
。

JlB

”

5
の

方
は

女
性
の

肩
の

特
徴
を

持
つ

と

見

ら

れ
て

い

る。

　

 

乳
房
破
片
（
JlB

冖

6V

（
図
版
W15

）
。

少
女

体
型

の

右
側
の

乳
房

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
おり

と

見
ら

れ、

比
較
的
に

完
全
な
形
と

な
っ

て

い

る
。

　
2
　
牛
H
に

四
つ

の

積
石
塚
が

あ
り、

二

件
の

馬
蹄
形
玉

筒
を

出
土

し

た
。

　

 

そ
の

第
一

積
石
塚
Z1

の

第
四

墓
M4

に

馬
蹄
形
玉

筒
（
原
文
は

玉
箍
形

器）

一

個
（
図
版
田）

と

豚
竜
形
玉

飾
二

個
合
わ

せ

て

三

個
の

玉

器
が

発
見
さ

れ

た。

墓
は

板
石
で

で

き
た

墓
室
で、

保
存
情
況
が

よ

く、

人

骨
と

副
葬
品

の

位
置

を
知
る
こ

と

が

で

き
た

（
図
版
刪
）

。

注

目

し
た
い

の

は、

馬
蹄
形

玉

筒
M4H

1
が、

上
述
の

『

城
子
山

報
告
』

馬
蹄
形
玉

筒
M2

”

4
と

異

な
っ

て、

「

胸
の

辺

り
」

で

は

な
く、

頭
骨
の

下
に

横
に

置
い

て

あ
っ

た

と

い

う
点
で

あ
る。

　
馬
蹄
形
玉

筒
M4

“

1
は

深
い

緑
玉
で

あ

り、

城

子
山

の

M2

臼

4
よ

り、

一

回
り

大
き
く、

形
な
ど

は

M2

”

4
と
ほ

と

ん

ど

同
じ

で

あ
る

。

そ
し

て、

平
ロ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ハ
ハワ

の

両
側
に

そ

れ
ぞ
れ
小
さ

い

孔
が

あ
る。
（
図
−

二
）

　

 

Z1

の

第
十
五

墓
M15

で

溌
掘
さ

れ
た

五

件
の

玉

器
の

中
で

も、

一

個

の

馬
蹄
形
玉
筒
M15

…

1
（
図
−

三）

は

頭

頂
部
の

下
に

あ
り

（
図
−
四）
、

埋

葬
法
は

M4

”

1
と
一

致
し
て

い

る

が、

大
き

さ

は

城

子

山

の

M2

“

4
と

同

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ハ
おり

じ

で

あ

る
。

両
端
の

縁
が

擦
り

切
れ
て

い

る。

　
三
　
牛
河
梁
紅
山

文
化
遺
跡
の

年
代

　
『

牛
河
梁
報
告
』

に

は、

科
学
的
な
測

定
の

結
果、

牛
河
梁
紅
山
文
化
遺
跡
の

年
代
は

五

千
五

百
年
前
か

ら
五

千
年
前
ま
で

の、

紅
山

文
化
後
期
に

入
っ

た

時
期37

N 工工
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明
星

大
学
研
究
紀

要
【
日

本
文

化
学

部・
言
語

文
化

学
科】
第一
号

一
九
九

三

年

で

あ
り、

約
五

百
年
に

わ

た

っ

て

存
在
し

て

い

た

こ

と

が

判
明

し

た

と

記

載
さ

れ

　
　
　
まソ

て
い

る
。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　ハ
　り

第
三
　
『
遼
河
流
域
の

原
始
文

明

及
び

竜
の

起
源
』

　
一
　

馬
蹄
形
玉
筒
の

標
本

　
『

遼
河
流
域

の

原
始
文
明

及
び

竜
の

起
源
』

（

以
下

「

遼
河
」

と
す
る）

は

よ

り

広
範
囲、

即
ち

遼
寧
省
西
部
及
び

内
モ

ン

ゴ

ル

の

赤
峰
地

区
な
ど

遼
河
流
域
に

お

け

る

紅
山

文
化
に

属
す
る

玉
器
に

つ

い

て

論
じ、

そ

の

中
で

馬
蹄
形

玉
筒
に

も

触
れ

て

い

る
。．

　

『

遼
河
』

に

よ
る

と、

右
の

範
囲
内
で、

馬
蹄
形

玉

筒
は

七

件
発
見

さ
れ
た

。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

まり

ま

ず、

取
り
上

げ
ら

れ

た
一

件
は、．
「

三

官
甸
子

墓
地
」

で

出
土

し、

対
照
し
た

結
果、

本
章
の

第
一

で

取
り

上

げ
た

『

城
子
山

報
告
』

の

馬
蹄
形

玉

筒
M2

”

4

と

同
種
の

物
と
判
明

し
た
（
図
版
V
参
照）

。

　
そ

し
て、

一

九
八
一

年
に

発
掘
さ

れ

た
牛
河
梁
墓
地

の

地

元
の

村
民
か

ら、

同

墓
地

で

出
土

し
た
と

さ
れ
る

馬
蹄
形
玉

筒
二

件
を
収
集
し

た

と

い

う
。

」

　
ま

た、

『

遼

河
』

の

中
で、

牛
河
梁
で

出
土
し

た
馬
蹄
形
玉
筒
の

標
本
の
一

つ

（
図
−

五
）

に

つ

い

て

は、

「

墨

緑
色
の

玉
で、

高
さ

は

δ
」
。

尹

筒

形、

平
口

の
一

端
の

両
側
に

対

称
の

缺
口

が

あ
る

（

あ
る
標
本
は

双

孔
が

あ

る）
。

斜
口

の

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
ヨ

一

端
の

縁
は

薄
く
て

鋭

い

刃
に

似
て

い

る
」

と

さ

れ

て

い

る
。

　
二

　
馬
蹄
形

玉

筒
の

年
代
の

判
断

　

馬
蹄
形

玉
筒
を
含
む

紅
山

文
化
の

出
土

玉
器
の

年
代
に

つ

い

て、

『
遼
河
L

は、

「

上
述
の

玉
器
は、

一

部
が

伝
世

品

と
し

て

著
作
に

掲
載
さ

れ

た

り
、

博
物
館
の

コ

レ

ク

シ
ョ

ン

に

な
っ

た

り

し
て

い

る

が、

年
代
は

商
（
殷）

周
時
代、

あ
る

い

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　ロ
む

は

更
に

遅

い

時
代
と

断
定
さ
れ
て

い

る
」

と

述
べ

な
が

ら、

米
国
の

フ

ォ

グ
美
術

館
（
「
o
α煢
oq

＞
博

竃
二
ω

Φ
¢

ヨ）

が

馬
蹄
形
玉

筒
を

所
蔵
し

て

い

る
と

注
釈
を
付
し

38

　
　

　ロ
がヤ

て

い

る
。

　
『

遼
河
』

は

ま
ず、

玉
器

の

造
形

と

表
現

方
法
に

つ

い

て

考
察
し、

こ

れ

ら

の

玉
器

の

主
な
造
形
は

商
周
代
の

玉
器

に

見
ら

れ
な
い

こ

と、

装
飾
模
様
は

ほ

と

ん

ど

な
く、

商
周
代
の

玉

と
か

な
り
異

な
っ

て

い

る
こ

と

を

指
摘
し

て
い

る。

　
そ

し
て、

出
土
地
点
の

分
布
と
地

層
の

関
係
の

考
察
に

よ
っ

て、

こ

れ

ら

の

玉

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　ハ
のけ

器
は

紅
山
文
化
の

遺
物
で

あ
る

と
判
断
さ
れ
て

い

る
。

　

ま

た、

第
二

章
で

述
べ

た
よ
う
に

『

牛
河
梁
報
告
』

は、

科
学
的
方
法
に

よ
る

測
定
に

よ
っ

て、

牛
河

梁

紅
山
文
化
遺
跡
の

年
代
が

五

千
年
以

前
で

あ
る

こ

と

が

判

明

し

た

と

し
て

い

る。

　
第
三

章
　
諸
説

の

再
検
討

　
第
二

章
に

触
れ

た

幾
つ

か

の

文
献
は、

馬
蹄
形
玉

筒
の

用

途
に

つ

い

て

は

言
及

し

て
い

な

い

が、

そ

こ

で

提
供
さ

れ

て
い

る

資
料
に

基
づ

い

て、

用

途

に

関
す
る

疑
問
点
に

対

す
る

回
答
が

得
ら
れ
な
い

で

あ
ろ

う
か

と

い

う
点
に

つ

い

て

以

下
に

検
討

し

た

い
。

第
一

　
出
土

の

位
置．

　

ル

ネ

ー
イ
ヴ

ォ

ン

・

ル

フ
ェ

ー

ブ
ル
・

ド
ー

ジ

ャ

ン

セ

の

髪
飾
り
説、

ス

タ

ン

レ

i
・

チ

ャ、
ー

ル

ズ
・

ノ

ッ

ト
の

米
を
掬
う
道
具
説、

マ

ッ

ク

ス

・

レ

ー

ル

の

カ

フ

ス

説、

そ
し

て

那

志
良
の

腕
飾
り

説
に

お
い

て

検
討
の

対
称
と

さ

れ

た

馬
蹄
形

玉

筒
の

コ

レ

ク
シ
ョ

ン

の

場
合、

第
一

章
の

第
二

の

一

で

述
べ

た

と

の

同
様
の

理

由
か

ら
、

そ

の

出
土

時
の

墳
墓
内
で

の

発
見

位
置
に

つ

い

て

は、

恐

ら

く
い

ず
れ

も
不
明

と

思

わ
れ

る
。

　

こ

れ
に

対
し、

第
二

章
で

述
べ

た
一

九
八

〇

年
代
に

発
掘
さ

れ

た

紅
山

文
化
で

の

出
土

品
の

う
ち

埋

葬
位
置
が

保
存
良
好
で、

か

つ

被
葬
者
と

の

関
係
位
置
が

報

告
で

明

記
さ

れ

て

い

る

の

は、

以
下
の

三

件
で

あ
る
。
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城

子

山

遺
跡
の

M2

”

4
の

位
置
は、

胸
の

辺

り

で

あ
る

。

　

 

牛
河
梁
報
告
遺

跡
の

牛
H
の

ZlM4

”

1
の

位
置
は

頭

骨
の

下
で

あ

る
。

　

 

同
上
の

M15

”

1
の

位
置
は

頭

頂
部
の

下
で

あ

る。

　

以

上

か

ら
す
る

と、

馬
蹄
形
玉

筒
は

何
ら

か

の

形
で

被
葬
者
の

頭
部
と

関
係
が

あ
る

と
い

う
こ

と

が

椎
測
さ

れ

よ

う
。

第
二

　
紅
山

文
化
の

年
代
の

服
装
と

飾
り

物
に

つ

い

て

　

ス

タ

ン

レ

ー
・

チ
ャ

ー
ル

ズ

・

ノ

ッ

ト
の

米
を
掬
う
道
具
説
に

対
す
る

前
記
第

一

章
第
二

で

紹

介
し

た

那
志
良
の

指
摘
は、

極
め

て

正

当
で

あ
る

と
思
わ

れ

る。

し
か

し、

そ

れ

以
外
の

髪
飾
り

説、

カ

フ

ス

説
及
び

腕
飾
り
説
は、

い

ず
れ

も
当

時
の

服
装
や

装
飾
と

関
連
す
る

も
の

で

あ
る

が、

極
め

て

古
い

時
代
の

服
装
の

状

態
に

つ

い

て

は

判
断
の

材
料
が

極
め

て

乏
し

い

の

が

実
状

で

あ
る

。

そ
れ

は、

発

掘
さ

れ

た

墳
墓
か

ら

は

判
断
し

難
い

の

が

通
常
で

あ
る

。

約
五

千
年
前
の

新
石
器

時
代
の

紅
山

文
化
時
代
の

人
間
は

ま

だ

裸
体
で

あ
っ

た

か、

あ
る

い

は
獣
の

皮
で

つ

く
ら

れ
た

衣
服
を
ま
と

っ

て

い

た

可

能
性
が

強

く、

繊
維
や
絹
の

服
を
着
て
い

た
可
能
性
は

少

な
い

と

も
考
え

ら

れ
る

。

　

こ

の

点、

前
記
の

第
二

章
の

第
一

で

触
れ

た

『

牛
河
梁
報
告
』

で

報
告
さ

れ
た

「

女
神
廟
」

の

発
掘
情
況
を
検
討

す
る

と、

当
時
の

人

間

は

裸
体
あ
る
い

は

裸
体

に

近
い

状
態
で

生
活
し
て

い

た

と

い

う
間
接
的
な

推
測
が

で

き
る

か

と

思
わ

れ

る。
　

即

ち、

「

女
神
廟
」

と
名
付
け

ら

れ

て

い

る

遺
跡

で

発
見
さ

れ
た

女

性
の

土

人

形
の

肩
（
図
版
W13

）

と

乳
房
の

破
片
（
図
版
W15

）

は、

実
物
に

極
め

て

よ

く
似
た

形
で

あ

り、

他
の

論
文
に

よ
る
と、

発
掘
さ

れ

た

乳
房
の

破
片

は、

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　〔
30｝
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
〔
31　

「

ほ

ぼ

実
物
通

り
作
ら

れ
た
」 、
「

ど

の

破
片
に

も
突
起
し

て

い

る

乳
首
が

あ
る
」

紅
山

文
化
の

出
土

玉
器
に

関
す

る一
考
察

三

木

友
里

と

報
告
さ

れ
て

い

る
。

も
し、

こ

の

人
形
が

衣
服
を
着
せ

る

土

人
形
で

あ

る

な
ら

ば、

こ

れ

ほ

ど、

精
密
に

作
る
必

要
は

な
い

と
思
わ

れ
る。

し
た

が
っ

て、

こ

の

「

女
神」

は

裸
体
の

像
で

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
と
推
測
す
る

こ

と
が

で

き
る

の

で

は

あ

る

ま

い

か
。

そ

し
て、

そ

の

「

女
神
」

の

像
は、

当
時
の

生
活
に

ど

の

よ
う
な

役
割
を

果
た
し

て

い

た

か

は

憶
測
の

域
を
出
な
い

が、

い

ず
れ
に

し

ろ、

そ

の

姿

は

当
時
の

人
間
の

生
活
ぶ

り

を
反

映
し
て

い

る
と

考
え
る

の

が

自

然
で

あ

ろ

う
。

そ

の

よ

う
な
憶
測

が

許
さ

れ
る
と

す
れ
ば、

当
時
の

人
間
の

姿
は

衣
服
を

ま
と
っ

て

い

な
い

も
の

で

あ
っ

た

と

考
え

ら
れ
る

で

あ
ろ

う
。

　

こ

の

よ

う
に、

衣
服
と
い

う
も
の

が

存
在
し

な
か

っ

た

と

す
れ

ば、

馬
蹄
形

玉

筒
を
カ

フ

ス

や、

馬
蹄
袖
に

関
連
づ

け

ら

れ

た

腕
飾
り

で

あ
る

判
断
を
す
る

こ

と

に

は

無
理

が

あ
る

と

い

え
よ
う

。

　

右
に

述
べ

た

こ

と

は

推
測
に

止
ま

る

が、

し

か

し、

当
時
衣

服
が

存
在
し

た

と

直
接
判

断
で

き
る

資
料
が

全

く
な
い

こ

と
は

事
実
で

あ
り、

カ

フ

ス

や

腕
飾
り

が

衣
服
の

発
展
段
階
と

し

て

は

か

な
り
高
度
の

段
階
に

属
す
る
こ

と

も
考
え

る

と、

カ

フ

ス

説
や

腕
飾
り

説
は

か

な
り

大
き
な
難
点
を
持
つ

と
い

う
べ

き
で

あ

ろ

う
。

　

ま

た、

カ

フ

ス

や

馬
蹄
袖
に

基
づ

く
腕
飾
り

で

あ
る

と

す
れ
ば、

ペ

ア

で

用
い

ら

れ

る
と

考
え
る

の

が

合
理

的
で

あ
る

が、

し
か

し、

同
一

の

墳
墓
で、

馬
蹄
形

玉

筒
が
ペ

ア

で

発
掘
さ
れ
た

報
告
は

ま
だ

な
い

の

で

あ
る。

第
三

　
有
孔
の

馬
蹄
形
玉
筒
の

存
在

　
以

上
述

べ

た

こ

と

を
総
合
す
る

と、

馬
蹄
形
玉
筒
の

用
途
に

関
す
る

諸
説
の

中

で

は、

髪
飾
り
説
が

現
時
点
で

は

最
も

合
理

的
と

い

っ

て

よ

い

と

思

わ
れ

る
。

『

城

子
山

報
告』

に

よ
る

馬
蹄
形
玉
筒
M2

冖

4
の

出
土

位
置
が、

胸
の

辺

り

で

あ
る

こ

と

は

そ
の

難
点
で

あ
る

が、

例
え

ば、

城

子
山
M2

の

被

葬
者
の

頭
部
の

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　ロ
　ビ

位
置

に

は

「

勾
雲
紋
玉

飾
」

と

い

う
玉
器
が

置
か

れ
て

お
り

（
図
ー
一

参
照
）
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明

星
大
学

研
究

紀
要
【
日

本
文

化
学
部
・
言

語
文

化
学
科】
第一
号

一
九
九

三

年

そ

の

た

め

に

邪
魔
に

な
ら
な
い

よ
う
に、

馬
蹄
形
玉
筒
は

胸
の

辺

り

に

置
か

れ

た

と

い

う
可

能
性
も
あ
り
得
よ
う

。

・
　
　

　

．
　

　
　

　
　

　
　

　
．
　
　

°

　

那
志
良
は
「

一

つ

の

孔

も
な
い

の

に
、

こ

の

よ
う
に

大
き

く、

重

い

玉
を、

髪

に

つ

け
る

こ

と
が

で

き
た

だ

ろ
う
か
」

と

指
摘
し
た

が、

第
二

章
で

述
べ

た

よ
う

に

三
件
の

馬
蹄
形
玉

筒
で

は

そ
の

平
口

の
一

端
の

側
面
に、

二

つ

の

小
孔
が

対
称

的
に

存
在
し
て
い

る。

ま

た、

こ

の

よ

う
な
大
き
な
玉

の

髪
飾
り

は
人
間
が

生
き

て

い「
る

う
ち
に

用
い

た

も
の

で

は

な
く、

専
ら

副
葬
品、

即
ち
後
の

時
代
の

い

わ

ゆ

る

「

明

器
」

と

し
て

作
ら
れ

た

の

で

は
な
か

ろ

う
か

。

そ
う
で

あ

る
と

す
れ

ば
、

埋

葬
す
る

と
き、

死
者
の

長

髪
を
筒
の

中
に

入

れ、

小
孔
に

笄
を
用
い

て

止

め

る

場
合
も
あ
り、

ま

た
小
孔
を

省
略
し

て、

た

だ

長
髪
を
筒
の

内
に

入
れ
る

だ

け

の

場
合
が

あ
っ

た
と

し

て

も
不
思
議
で

は

な
い

。

も
っ

と

も、

そ

の

よ
う
な
省

略

が

あ
っ

た

と

す
れ
ば、
・

そ

れ
は

や

や
時
代
が

下
っ

て

か

ら

行
わ
れ

た

と
い

う
こ

と

に

な
る

で

あ
ろ

う
。

1

　

終
わ
り

に

　

以

上、

紅
山
文
化
に

関
す
る
一

九

八

〇

年
代
の

新
し

い

発
掘
報
告
を
手
が

か

り

と

し

て、．

馬
蹄
形
玉
筒
の

用
途
に

つ

い

て

の

試
論
的
考
察
を

行
っ

て

き
た

が、

こ

の

問
題
に

つ

い

て

の

解
明

は

基

本
的
に

は

更
に

多
く
の

発
掘
例
を
待
た

ね
ば

な
ら

な
い

と

い

う
の

が

現
状
で

あ
る

。

将
来
現
れ
る

で

あ
ろ

う
新
し

い

資
料
に

よ
る

再

検
討
を
今
後
の

課
題
と

し

て

お

き
た
い
。

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　（
一

般

教
育
　
助

教
授
　
日

中
比

較

文
化

論）

注

釈

〔
1｝
中

国
最
古
の

辞

典
と
さ

れ
る

「
説
文

解
字
」

（
紀
元
一
世

紀
ご

ろ

後
漢
の

許

慎
の

著∀
に

は．
「

玉
は

石
の

美
な

　
　
る

も
の

な

犠．
」
と

あ
り．
古
ぐ

中
国
で

は、

美
し
い

石
を

す
べ

て

玉
と

称

し
た
の

で

あ

り、
ル

ビ

ー、
サ

ブ

40

　

　
ア

イ
ア、
ト
ル

コ

石．
瑪

瑙．
水
晶

な
ど

も
含
む

広

義
に

用
い

ら

れ
て

い

た。
↓
か

し、
近
代
に

な
る

と、
玉

　

　
は

よ
り

狭
い

意
味
で

用
い

ら
れ

る

よ

う
に

な
り．
軟
玉

と
硬
玉

と

を

指
す
よ

う
に
な
っ

た。
軟
玉
は
鉱

物
学
上

　

　
「
角

閃
石」
な
い

し

ネ
フ

ラ

イ
ト

〔
Z8

耳
謬
 V
と

呼
ば
れ

る

も
の

で

あ

り、
色
に

よ

り

白
玉、
青

玉．
黄

　

　
玉、

碧
玉、
黒
玉

な
ど

に

分

け
ら

れ．

硬
玉

は
「
輝
石」
な
い

し
ジ
ェ
イ
ダ

イ
ト

q
口

舟
胃
o）
と

呼
ば
れ

て

　

　
お
リ．

翡

翠
の

こ

と

で
あ

る。
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

’

（
2）
中

国
の

新
石

器
時

代
の

文

化
の

一
つ

で，
一
九

三
五

年

遼
寧

省

赤
峰
紅

山
で

初
め

て

発
見
さ

れ

た
と
こ

ろ
か

　

　
ら、
紅
山

文
化
と

名
付
け

ち
れ、
主
に

遼
寧
省
の

西
部
に

分
布
し

て
い

る。

（
3
旨

中

国
古
代

玉
器
発

展
歴
程」
　

二

＝
ハ

頁
参

照。

（
4
丶

研
究

玉
器

之
図
籍」
（
古
玉
論

文

集
V

　
四
五
三

−
四

七
二

頁。

（
5）
「
中

国
古

代
玉
器
発

展
歴

程」
　

三

頁

参
照。

（
6〕
「
古

玉
精

英」
　
一
六
頁
の

挿

図
参
照。．
　
　
　
　
　

　

」

（
7響
「
〇

三
5
露
o

富
』

Φω
げ

葺
o

＞
＜

ω

曙

しロ「
ロ

＆
笛

ひ電
 

Oo

＝

臼
口

8
」

　

五

QI

五
一
頁、

　

そ
の

訳

文
は
次
の

と
お

り。

　

図
版一
八

．

楕
円
形

管、

髪
飾
り
と

考
え

ら
れ
る。

　

淡
い

緑
に

褂

色
の

斑

紋
が
あ

る。

　

戦
国
時

代
も
し

く
は

西
漢

時
代

（
紀
元

前
五

−
紀
元

前一
世

紀
V

　．
高
さ

　
六
イ
ン

チ

　

　．
　

　

切
 

O

冒

窃

　

　

　

　，

　

　

こ

れ

ら
の

玉

器
は、
か

つ

て

あ

る
種
の

特
殊

な
役

割
を

果
た

し

て
い

た
と

い

う
事

実
が

あ
る
に

も
か

か

わ

ち

　

　

ず、
そ
れ

に

つ

い

て
の

具

体
的
な
こ

と

は

ま
だ

判
明
し
て

い

な
い。
〔
原
注
”
こ

れ

ら
の

橋

円
形
の

玉
器
は

供

　

　

物
と

し
て

の

穀
物
を

量
る
道

具
と
の

説
が

あ
る
一
方、

儀
式
の

た
め
の

カ
フ

ス

と
し

て

ペ

ア

に

造
ら

れ
た

も
の

　

　

と
の

説

も
あ

る。）
こ

れ

ら
の

玉

器
は

比
較

的
大

き

く、
滑

ち
か

で、
非
対

称
的

な

輪
郭

を
も
ち．
装

飾
的
な

　

　

図
案
が

全
く

な
い

と

い

う

特
徴
を

備
え
て

い

る。
こ

の

最

後
の

特

徴
は、

全
体
的
に

派
手

な
装

飾
が

多
か

っ

た

　

　

と
さ
れ

て

い

る
あ
の

時

代
に

合
致

し
な
い。
こ

の

よ

う

な

質
素
な

玉
器
の

魅
力
の
一
つ

は．
玉

石
そ

の

も
の

が

　

　

も
つ

視
覚

的
・
触

覚
的
感

覚
を

充
分

高
め

る

特
質
に

あ

る
の

で

あ

る。

（
8）「
古

玉

研
究

中
幾
個

未
解
決

的

問
題」
（

故
宮

学
術

季
刊
V

　

第
三
巻
・
第
二

期

　一
−

二

頁。

（
9〕
説
明

文
は

次
の

と

お
り。

　

23
　
儀晒
式

用
力
7
ス

（
7

し

　

3
　

　

灰

緑
色
に

淡
い

褐
色
の

斑
紋
が

あ
る

固
い

楕
円

形
の

玉

筒。
上
の

縁

は

後
ろ

か

ら

急
な
角

度
で

傾
斜
し、
低
い

　

　

と
こ

ろ
に

窪
み

と
割
れ

の

よ

う
な

概
が

あ

る。
狭
い

底

部
の

縁
は

平
で

な

く、
擦

り
切
れ
が

あ
る。
外
面
は
滑

　

．
ら
か

で

あ
る
が．
光

沢
は
な

い。
西
周

時
代
（
，・

V

　

長
さ、
一
お
ヨ
ヨ
”
狭
い

一
端
の

直
径
は

き
ヨ
ヨ

一
厚
さ．
刈
ヨ
ヨ
”
重
さ．．
N頓
o。
  q。
一
恕
ω゜
mP

欝
→

　

24
　
儀
式

用
の

大
き
な

カ
フ

ス

〔
っ・）

　

3

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　

　

青
い

緑
と
淡
い

黄
色
の

玉
羆
に

斑
紋
が

あ
り．
表

面
に

付

着
し
て

い

る
土

の

跡
が

あ
る。
形
は

阨

32
と
大
体

同
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．

　
　
様
で、

肚
の

縁

は
広

く、

傾
斜

度
は

穏
や
か

で

あ
る。
下
の

縁
は

狭
く

肇
ら
で

あ
る。
後

ろ
に

上

の

縁
ヒ

隣

接

　
　
し
て、

四
本
の

同
心

の

半

楕
円

形
の

隆

起
線
が

あ
る。
外
の

表
面
は

滑
ら

か
で

あ
る

が、

光
沢
は

な
い。
内
の

　
　
面
は

そ

れ
ほ

ど

丁
寧
に

加
工

さ
れ

て
い

な
い

よ
う
で

あ
る。
西
周

時
代
（
PV

　
長

さ、
一
g。
O

∋
ヨ

冖
狭
い

一
端
の

直

径
は
一一
ト●

ヨ
∋

一
厚
さ、
刈
ヨ
∋
“
重
さ、
一

b
。。

δ。
一

〇

島゚

朝
O°
ONQ

。

　
出

版冖

鬢
ぎ

子「
8
刃
m

气
8
需
2剛
く

ρ

　
晦

14。

　〔
〉
只
冨

昇

〇

三
口

 

ω

 

一
巴
φ

鴎
「

o

ヨ
冖
7
 

O
「

穹
く

≡

r

毛
ヨ

｝「
800

＝
 

n
冖隅
o
昌

彗

｝
Φ

「

09q

四

〉

菷

　
　
窰
信

器
匡

∋
〈
ロコ
団

ζ

鎚
い

8
ぼ〉
に

よ
り．

筆

者
が

訳
し

を

（
10＞
原
注
省

略．

本
稿
注

釈
（
2〕

参
照。

（
11＞『
古
玉

研
究

中
幾

個
未

解
決
的

問
題』
〈
古
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Xuz1(Brundage  Collectien50-v51fi)

Plate XVIII
OVAL  TUBE,  Possibly a  Hair Ornament

Light green  with  brewn  markings

Warring States or  Western Han  period  ( 5 th-  1 st  century  B.C.)

H,6  in B60 J226
SHELL-SHAPED  ARTIFACT  WITH  A  CENTRAL  PERFORA-

TION,  Possiblya Hair Ornament  ,

Bluish  grey  with  black markings

Warring  States or  Western  Han  period (5 th- 1 st century  B.C.)

L. 3314 in. B6o J6og
Here are  two  examples  of  a  small  group  of  ebjects  which  have not

been properly identified in spire of  the fact that they must  have
fulfilled some  very  specific  func-tions.") They  are  characterizecl  by

relatively  large dimensiens, smooth  asymme-ingly  unexcepted  for

a period  which  is best known  for its ebullient  over-all  decora-tion,

One  of  the charms  ef  unostentatious  objects  of  this type  is that they

fully enhance  the  visual  and  tactile qualities of  the  stone  itserL

CI) According to one  theory  the oval  tubes  would  have servecl  to

   measure  sacrificial  grain  : according  to another,  they were

   made  in pairs to be used  as  ceremonial  cuffs.
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図版 II （Fog9 ．　Jade ，　P．216，図版 323）
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323　Ceremonial　Cuff（p）

Sturdy　elliptical 　tube　of 　celadon −green　jade　with 　light　brown

markings ．　The　upper 　rim 　slants 　back　at　a　steep 　angle ；it　is　marred

by　depressions　and 　gaps 　at　the　Jower　poin しThe　narrower 　bottom

rim 　is　 uneven 　 and 　battered．　The 　surfaces　are 　smoothed 　but　not

glossy ．　Western　Chou （？）

Length，113mm ；diameter　 at　 narrow 　 end ，70由m ；thickness ， 7

mm ：weight ，298窪．

1943 眇50．627

己

明

星
大

学
研
究

紀
要
【
日

本

文
化

学
部
・
言
語

文
化
学

科凵
第一
号

　一
九

九
三

年

44

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

MeiseiUniversity

flm1Iicoua

±

I#l:net6#m*pts

45

patalll(Fogg.

 f;･:.t/t).t/ttt/t.U

Jade,p.217, opM324)

t:,,

'

324 Large Ceremonial Cuff (?}

Mottled green, bluish green, ancl  buff jade : traces of  earth  aclher-

ing to the surface.  The  shape  is similar  to Na323, but the  slant  of

the wider,  upper  rim  is moderate,  while  the narrower  bottom rim

is even.  At the back, adjoining  the upper  rim  are  four conceritric

ridges,  each  ferming half an  ellipse,  The  outer  surface  is smooth

but not  glossy ; the inner wall  is less carefully  finished. Western

Chou  (?}

Length, 189mm  ; diameter at  narrow  end,  I12mrn ; thickness, 7

mm;weight,1,034g,1943･50+628

Published : Wintbrop Retrospective, no.  14.
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図版 IV　（「故宮学季刊 」 第 3 巻第 2期 、 2頁）

D

E

A

B

　　　　　　 F 　　　　　　　　　　　　　　　　C

A 高18，9公 分 ・美 國 Fo99 　Art　Mttseurn，　Harvard　University收 藏

B 高15公分 ・美國 Minneapolis　lnstitute　of 　Art，　MinnesQda 藏

C 高11．5公分 ・美國 Buffalo　Museum 　of　Science藏

D 高 14．2公分
・盧芹齋 C．T ．Loo 氏 藏

E 高15．2公分 ・美 國 de　Young 　Memorial　Museum ，　San　Francisco　tU

F 高 11．3公 分
・收藏 地 點同 A 。
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図版 V 　（
「

考古」 1986年第 6期、図版貳一 5）

凌源県三 官旬子城 子山 遺址 出土 器物

5．馬蹄形 玉 筒 （M2 ： 4）
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図版 VI （
「
文物 」 1ge6年第 8期、図版萱）

遼寧牛河梁紅山文化
“

女神廟
”

遺址 出土人物 塑像残快 図版壹

1 手 （JIB ： 2｝

3 　肩一th（JlB ： 5）

5 　手L房 （JIB ； 6 ）

2 手 （JIB ： 4 ）

4　肩 臂 （正面） （JlB ： 3）

6　 肩臂 （反 面） （」1B ： 3 ）
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図版 Vll （「文物 」、 四 86年第八期 、 カ ラ ー
図版畳一 3）

図版 W 　（「
文物 」 、 19S6年第 8期 、 カラ

ー
図版璽

一 1）

彩版貳　遼寧省牛河梁第 II地点、第 1号積石 冢第 4 号墓及 出土物

1，第 4号 墓 出土 情況 （自南 向北 描 ） 墓 口長 1、98、寛0．4− 0．55米
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図
一 1　 （

「
考古 」、19S6年第 6 期、 第499頁 、 図 4 ）

“」 一 一 一一 一一 』 o厘 鷽

北

＼

1．勾云 紋 玉飾　2、3、8．玉 坏

　　 図 4　 M2 　 平面図

4．馬蹄形玉箍　5、6．玉 鉞 7．竹節 状 玉 飾　9 ．玉鳥　10．人牙

図
一 2　 （「

文物」、 1986年第 8期 、 第 9頁 、 図11）

lK ）
　 1

1

＠
　　1

3

図
一一

M4 出土 玉器

1、2．猪龍形 玉飾 （M4 、2．3＞

3．箍形 器 （M4 、1）

（均 力 1 〆4 ）
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図一 3　 （「文物」」 986年第 8期 、 第 13頁 、 図2a）

3

【

屆

図
一 4　 （「文物」 、 1986年第 8期 、 第 13頁、図19）

図20　M15 出 土 玉 器

1．箍1形器 （M15 、1）

2−4 ．坏 （M15 、2 ．3、5）

5 ．璧 （M15 、4 ） （均 ヲS　1／3 ）

L

1

図19M15 項部及平、剖面図

1，玉 箍　　2 、3、5　玉 坏 　 4．玉璧
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一 5　（「文物 」、 19B4年第 6 期 、 第14頁、図 6 ）

Q

1

◎

2

◎
　 　 　 　 　 　 1

一 ］ 」」
o 呱恥

図 6　L 馬蹄 形玉 筒、牛 河梁 出土

　　 2．玉 坏、牛河梁 出土

　 　 3 ，双 躾 玉 壁、牛 河梁 出土
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